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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
複 数 の セ ル を 収 納 す る 電 槽 ２ と 、 該 電 槽 ２ の 上 面 を 覆 う 中 蓋 ３ と 、 該 中 蓋 ３ の 凹 部 を 覆 う
上 蓋 ４ に 囲 ま れ た 空 間 に 、 前 記 空 間 を 排 気 室 間 隔 壁 ３ ２ で 分 割 し て 前 記 セ ル 数 と 同 数 の 排
気 室 ３ ７ を 設 け 、 隣 合 う 排 気 室 同 士 を 前 記 排 気 室 間 隔 壁 ３ ２ に 設 け た 切 り 欠 き ま た は 透 孔
５ ２ を 介 し て 連 通 さ せ 、 排 気 室 ３ ７ と セ ル を 中 蓋 の 床 壁 ６ ２ に 設 け た ガ ス 排 出 口 ３ ４ と 電
解 液 還 流 口 ３ ３ と で 構 成 さ れ た 開 口 を 介 し て 連 通 し 、 該 排 気 室 ３ ７ に 連 通 す る 集 中 排 気 室
４ ５ を 備 え 、 前 記 セ ル か ら 発 生 す る ガ ス を 、 前 記 排 気 室 ３ ７ に 導 い た 後 、 前 記 集 中 排 気 室
４ ５ を 経 由 し て 電 池 外 へ 一 括 排 気 す る 機 構 を 備 え た 鉛 蓄 電 池 １ に お い て 、 前 記 ガ ス 排 出 口
３ ４ と 電 解 液 還 流 口 ３ ３ と で 構 成 さ れ た 開 口 を と り 囲 む 隔 壁 ３ ２ 'を 配 置 し 、 該 隔 壁 ３ ２ '
に よ っ て 前 記 排 気 室 ３ ７ と 区 画 し た セ ル 連 通 小 室 ３ ５ を 備 え 、 該 セ ル 連 通 小 室 ３ ５ を 隔 壁
３ ２ 'に 設 け た 切 り 欠 き ３ ６ を 介 し て 排 気 室 ３ ７ に 連 通 さ せ 、 該 切 り 欠 き ３ ６ 以 外 は 隔 壁
３ ２ 'に よ っ て セ ル 連 通 小 室 ３ ５ と 排 気 室 ３ ７ を 隔 離 し た こ と を 特 徴 と す る 鉛 蓄 電 池 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 排 気 室 ３ ７ の 床 壁 ６ ２ が 、 セ ル 連 通 小 室 ３ ５ と の 連 通 部 か ら の 距 離 が 小 さ い 程 低 く 、
セ ル 連 通 小 室 ３ ５ と の 連 通 部 か ら の 距 離 が 大 き く な る に 従 っ て 高 く な る よ う に 傾 斜 を 備 え
、 前 記 排 気 室 ３ ７ は 、 少 な く と も ２ つ の 隔 壁 ４ １ 、 ４ ２ に よ っ て 、 ３ つ 以 上 の 排 気 小 室 ３
８ 、 ３ ９ 、 ４ ０ に 分 割 さ れ 、 該 ４ １ 、 ４ ２ は 少 な く と も １ 個 の 切 り 欠 き を 備 え て お り
、 隣 合 う 排 気 小 室 同 士 は 、 前 記 隔 壁 ４ １ 、 ４ ２ に 設 け た 切 り 欠 き ４ ３ 、 ４ ４ に よ っ て 連 通
し 、 該 切 り 欠 き ４ ３ 、 ４ ４ 以 外 は 前 記 隔 壁 ４ １ 、 ４ ２ に よ っ て 隔 離 さ れ 、 隣 合 う 隔 壁 に 設
け た 前 記 切 り 欠 き ４ ３ 、 ４ ４ を 、 床 壁 ６ ２ の 傾 斜 に 対 し て ジ グ ザ グ の 位 置 に 配 置 し た こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 鉛 蓄 電 池 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 排 気 室 ３ ７ を 排 気 小 室 （ 排 気 小 室 ３ ８ 、 ３ ９ 、 ４ ０ ） に 分 割 す る 隔 壁 （ 隔 壁 ４ １ 、 ４
２ ） が 、 床 面 の 傾 斜 に 対 し て 斜 行 し て お り 、 該 隔 壁 ４ １ 、 ４ ２ と 排 気 室 間 隔 壁 ３ ２ と の な
す 角 度 θ が 鋭 角 で あ り 、 該 隔 壁 ４ １ 、 ４ ２ の う ち 床 壁 ６ ２ の 最 も 低 い 位 置 に 切 り 欠 き ４ ３
、 ４ ４ を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 鉛 蓄 電 池 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 複 数 の 排 気 室 ３ ７ の う ち 、 電 池 の 両 端 部 に 位 置 す る 排 気 室 の 少 な く と も 一 つ の 排 気 室
と 隣 接 す る 位 置 に 集 中 排 気 室 ４ ５ を 配 置 し 、 前 記 排 気 室 ３ ７ と 集 中 排 気 室 ４ ５ を 隔 壁 ３ ２

隔 壁



"で 区 画 し 、 該 隔 壁 ３ ２ "に 設 け た 切 り 欠 き ま た は 透 孔 ４ ６ に よ っ て 、 前 記 セ ル 連 通 小 室 ３
５ と 最 も 離 れ た 排 気 小 室 ４ ０ と 集 中 排 気 室 ４ ５ を 連 通 さ せ 、 該 切 り 欠 き ま た は 透 孔 ４ ６ 以
外 は 隔 壁 に よ っ て 排 気 室 ３ ７ と 集 中 排 気 室 ４ ５ を 隔 離 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記
載 の 鉛 蓄 電 池 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 集 中 排 気 室 ４ ５ は 、 多 孔 性 フ ィ ル タ ー ６ ３ を 内 蔵 し 、 該 多 孔 性 フ ィ ル タ ー に よ っ て 上
蓋 側 と 中 蓋 側 の 上 下 ２ つ の 空 間 に 区 画 さ れ て お り 、 前 記 上 蓋 側 の 空 間 が 排 気 路 ５ ９ を 介 し
て 電 池 の 外 と 連 通 し て お り 、 集 中 排 気 室 ４ ５ の 床 面 は 、 排 気 室 と の 連 通 部 か ら 遠 く な る に
従 い 高 く な る よ う に 傾 斜 を 有 し 、 前 記 排 気 路 ５ ９ を 、 集 中 排 気 室 ４ ５ と 排 気 室 ３ ７ の 連 通
部 に 近 い 位 置 に 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る に 記 載 の 鉛 蓄 電 池 。
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